
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

道影 朱鳥（あすか）

ブラム＝ストーカー
エグザイル
ウロボロス

何でも屋

21

感染

親戚と疎遠

吸血

死と再生

道楽人

♀

38

貸し

3
3
1
1

1
0
0
0

0
0
0
0

4
3
1
1

29
12
12
17
34

2
1 1 1

噂話 1

ロンギヌスの槍
komm susser tod　(100以上)

白兵
白兵

8r+2
9r+2

5
5

27
35

範囲　装甲無視　最初にHP10使用
同上

0 0

遺産の器:聖者の遺骨
強羅瑠璃

近所の喫茶店のバーテン
好奇心
純愛

憐憫
血の味を教えて

聖者の遺骨
コネ:UGN幹部
コネ:研究者

4 2

ワーディング

リザレクト

コンセ

赤き剣

破壊の血

スーパーランナー

渇きの主

貪欲なる拳

血の宴

再生の王錫

ブラッドリーディング

★

0

2

4

2

1

1

2

2

1

★

-

1d10

3

2

1

4

3

3

3

オート

気絶時

メジャー

マイナー

マイナー

マイナー

メジャー

メジャー

メジャー

オート

視界

-

至近

至近

至近

至近

武器

至近

シーン

自身

自身

自身

自身

単体

範囲（選択）

単体

自動

自動

自動

自動

自動

対決

対決

対決

自動

-

↓100

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

HPlv×2消費 消費HP＋8の攻撃力

前提:嚇き剣 組み合わせて使用 剣の攻撃力をlv×3 ガー値＋5 HP２消費

戦闘移動する 移動距離＋lv×5m シーン１

装甲無視 HPをlv×4回復

白兵ダイス＋lv＋1

範囲化 シナlv回

対象がHPを回復するエフェクトを使用したときに使用 HPをlv＋1D回復

血や体液からその人の情報を読み取る

ジャームみたいなキャラをやると言ったな。　　　あれは嘘だ。
都内に小さな事務所を構え、便利屋のようなことをしながら生計を立てている女性。その正体はコードネーム『咎人の槍(ロンギヌス)』を冠するオーヴァード。
UGNとは依頼上の付き合いが何度かあり、一応はUGNの協力者と見られている。しかし、彼女の過去、経歴、オーヴァードになった経緯などについて明らかなこ
とは少なく、謎も多い。というか、何も考えてない。
自らの血液を変化させて作った深紅の長槍を武器とする。二股の細い刃が突き出ていて、それらが互いに巻き付くようにして握りと一体化している。正直これが
やりたかっただけ。エヴァ新劇まだですか監督。
性格はどこか飄々としており、つかみどころがないと言うかなんというか。いつもロングコートを羽織っている。見た目のイメージはルネ・カーディフ(非戦闘状
態)。特にこれに意味はない。ガオガイガー見たことないし。
衝動やロイス欄を見てわかるとおり、吸血衝動に悩まされている。対象への愛情が深ければ深いほどそれは強くなる。難儀な。ただ、男運は無さそうなので、意
中のバーテンはたぶんろくでもない奴なんだろう。このあたりがRPで活かされることはたぶんない。
Dロアイテムの聖者の遺骨の効果説明がなぜか表示されてないのでここに書いとく
白兵攻撃+5、行動値+5　99以上でさらに白兵+5　侵食+2(Dロイス自体の効果でさらに侵食+5
なお強羅とのロイス取得により、リレーションの強化効果を取得。常時ダイス+1個)
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